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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 第 3 次 改 訂 （ 1960 年 ） か ら 第 9 次 改 訂 （ 2017 年 ） に い た る 学 習 指導要 領 に お け る 主題 学 習の 位 置

づ け に つ い て 、そ のカリ キ ュ ラ ム 構 成の 論 理を 分 析 す る こ とで 、①第 3 次 改 訂 か ら 第 6 次 改 訂（ 1989

年 ）ま で の 主 題 学 習は 、通 史 学 習 の 補 完的 要 素が 強 か っ た（ よ り 良い主 題 学 習 の た めに も 通史 学 習 が

重 要 と さ れ る 学習 観 に道 を 開 き 得 た ）、② 第 7 次 改 訂 （ 1999 年 ） で カリ キ ュ ラ ム に おけ る 導入 と 総 括

の 位 置 づ け を 得た （ カリ キ ュ ラ ム 構 成論 と して は 主 題 学 習 が通 史 学習 よ り も 主 と いう 位 置づ け だ が 、

現 実 的 に は 導 入と 総 括が 無 視 さ れ 従 来ど お りの 通 史 学 習 が 実行 さ れる 可 能 性 が あ った ）、③現 行 の 第 8

次 改 訂（ 2009 年 ）に おい て 、学 習 の総 括 と し ての 主 題 学 習 は 従来 と は異 な り 、主 題を 生 徒 が 設定 す る

探 究 と し て 位 置づ け られ た （ た だ し 、探 究 前の 学 習 は 通 史 学習 と して 配 列 さ れ て いた ）、 ④第 9 次 改

訂 で は 、学 習 の 総 括と して の 探 究 に お いて 生 徒が 有 意 義 な 主 題学 習 を展 開 で き る よ うに 、そ の練 習 と

し て 、教 師 が 主 題 を設 定す る 主 題 学 習 が探 究 前に 全 面 的 に 配 置さ れ るこ と に な っ た 、の 4 段 階の 変 遷

を 経 た も の と して 整 理し た 。こ の変 化 を、同時 代 の（ 教科 ）教育 学研 究・実 践 と 関 連 づ けて 分 析 す る

こ と で 、① 1960 年 代 アメ リ カ 発 の 探 究学 習（ 日本 で は 理 数 系 の仮 説 実験 授 業 ）の 影 響 ＝ 科 学教育 と し

て の 主 題 学 習 は 、歴史 の発 展 を 科 学 的 に認 識 する こ と を 重 視 する 学 習観 と も 結 び つ き 、むし ろ前 提 と

し て 位 置 づ け られ た 通史 学 習 を 強 化 した 。進 学率 の 上 昇 と 受 験競 争 もこ れ を 後 押 し した 、② ポス ト 冷

戦 に お け る「 大 き な物語 の 喪 失 」は 、歴 史 の発展 を 科 学 的 に 認識 す る通 史 学 習 の 意 義を 問 い直 さ せ る

こ と に な り 、学 習 者の 課題 意 識 を よ り 重視 す るた め に 、導 入 と 総 括に 主題 学 習 を 位 置 づけ る カリ キ ュ

ラ ム 構 成 が と られ る よう に な っ た 。し か し 、同時 に 進 行 し た 少子 化 と教 育 の 自 由 化 によ っ て「 世 界 史

未 履 修 問 題 」に つな がる「 事 項 暗 記 型 」通史学 習 は む し ろ 強化 さ れた 、③「 未 履 修 問 題」の反 省 と し

て 、現 行 学 習 指 導 要領で は 、生 徒 主 体 の 主題学 習 と し て の 探究 を 導入 し た が 、探 究 前 の学習 が 通 史 学

習 と し て 配 列 され た ため 、現 場 の 授 業 を 変革 する イ ン パ ク ト を持 ち 得な か っ た 、④ 新 学 習指 導要 領 が

主 題 学 習 を 全 面的 に 配置 し た の は 、生 徒 主 体 の主 題 学 習 で あ る探 究 の方 法 を 身 に つ ける た めで あ る こ

と 、そ の 背 景 に は 認知 科学・学 習科 学 の 進 展に よる 知 識 観 の 変 化― 知 識は ス キ ー マ を 構成 す るシ ス テ

ム で あ る か ら 、主 題学 習と し て 学 ば な い歴 史 の知 識 は 探 究 に 活か せ ない ― が あ り 、こ れ を導 入す る こ

と で「 未 履修 問 題」を克 服 し よ う と して い るこ と 、の 背景 を 持 つ もの と し て 明 ら かに し た。一 方、こ

れ ら が 具 体 的 な教 科 書記 述 に ど う 表 れて い たか に つ い て は、す で に ①の 段 階 か ら 主 題学 習 のテ ー マ を

出 発 点 に 構 成 され た 通史 叙 述 で あ る こと 、よ って 当 初 か ら ③ 現行 学 習指 導 要 領 の よ うに 探 究を ゴ ー ル

と し つ つ 、そ れ を 出発 点に 時 系 列 と し ては 遡 及的 に 構 成 さ れ る叙 述 であ っ た こ と 、を 具 体的 に解 明 す

る こ と が で き た（ 例 えば 、 柴 田 三 千 雄ほ か 『世 界 の 歴 史 （ 改訂 版 ）』山 川 出 版 社 、 1980 年 にお け る 主

題 Ⅲ 「 世 界 史 の成 立 」と 本 書 全 体 の 構成 と の関 係 ）。  

 以 上 の 解 明 は、探 究 がす で に 現 行 学 習指 導 要領 に 導 入 さ れ てい な がら 十 分 に 認 知 され て いな い 高 校

教 育 現 場 に お いて 、現 行の 教 科 書 記 述 を単 に 時系 列 順 に 事 項 が配 列 され た 通 史 で は なく 、主 題を 解 明

す る た め に 配 列さ れ た通 史 と し て 読 むこ と で 、新 学 習 指 導 要 領の 主 題学 習・探究 学 習 に 対応 する こ と

が 可 能 に な る こと を 示す こ と に つ な がり 、過 去の 学 習 指 導 要 領の 改 訂で も 十 分 に 解 決し な かっ た「 事

項 暗 記 型 」 の 歴史 授 業の 改 善 に 資 す る成 果 と言 え る 。 す で に 2019 年度 内 に 複 数 の 形で 発 表す る こ と

が で き た が 、 今後 の 教員 養 成 ・ 教 員 研修 の 機会 に も 活 か し たい 。  

 

【研究成果発表方法】 
・ 日 髙 智 彦 「 第九 次 改訂 学 習 指 導 要 領と 歴 史教 育 の 課 題 」『 史海 』 66（ 2019 年 ）、 48-65 頁 。  

・日 髙 智彦「 世 界 史 教 育の 来 し 方 行 く 末を 考 える 」前 川 修 一・梨 子 田 喬・皆 川 雅樹 編 著『 歴 史 教育「 再 」

入 門 ― 歴 史 総 合・ 日 本史 探 究 ・ 世 界 史探 究 への ” 挑 戦 ”」（ 清水 書 院、 2019 年 ）、 54-63 頁 。  

・ 日 髙 智 彦 「 高校 新 科目 「 世 界 史 探 究」 に つい て 」（ 歴 史 学 研究 会 ／歴 史 科 学 協 議 会／ 日 本史 研 究 会

／ 地 方 史 研 究 協議 会 ／歴 史 教 育 者 協 議会 ／ 東京 歴 史 科 学 研 究会 ／ 子ど も 教 科 書 全 国ネ ッ ト 21 主 催「 シ

ン ポ ジ ウ ム 歴 史教 科 書第 15 回 ― 新 指 導 要 領 下の 小・中・高 歴 史 教育 と教 科 書 」報 告、2019 年 6 月 16

日 ＠ 早 稲 田 大 学）  

 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


